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事業所の概要

発達障害者雇用の経緯

業種及び主な事業内容

平成２３年度
障害者雇用
職場改善好事例

奨励賞

キーワード
1 支援機関との連携

2 ジョブコーチ支援

3 障害理解

4 職務遂行

5 行動面の課題改善

株式会社もりじょう (広島県安佐北区安佐町)

支援機関との連携、ジョブコーチ支援事業の
活用により発達障害者の職場定着をサポート

障害者雇用にあたっては、採用する人の職業能力を最重要に考えているた
め、障害種別で採否を判断する活動は行っていない。採用した従業員の中に発
達障害の従業員がいた。

主に建設資材の組み立て、梱包作業を
行っている。

　丸井産業株式会社が、障害者雇用及び企業の社会的責任への取り組みの強
化を目的に、特例子会社として平成２１年４月に設立。
　従業員数 17名

発達障害者雇用数

従事作業
　建築資材の組み立て・梱包作業

発達障害者 2名
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キーワード

キーワード

▲ケース会議の様子

株式会社もりじょう (広島県安佐北区安佐町)

改善策紹介
1 支援機関との連携

発達障害のＡさんの課題に対し、ハローワーク職員を通じて、
ジョブコーチ支援の活用について知り、支援を実施

3 障害理解

Ａさんが、休憩時間に携帯電話を見続ける（思いついたこと
や、視界に入ったものに注意が逸れる)、トイレに行く時に、手
袋・腕抜き・耳栓をバラバラに置くためどこに置いたかが分か
らなくなる等により休憩時間が終わっても作業を開始出来な
いことがあった。また、こだわりが強く不必要な工程を加える
（例：左右対称でなければ落ち着かず汚れてない軍手をわざ
と汚す、金属片が服についていると思い何度も服を掃う等）
のため時間がかかっていた。そこで、ジョブコーチ支援を活用
し、休憩時間の過ごし方を決め、きちんと守られたかどうかを
チェックするとともに、物の置き場所を決めて常に定位置に置
くようにした。また、アラーム機能付きの腕時計を活用し、休
憩時間が終了する時には、作業に戻れるようにした。さらに、
Ａさんにはこだわりが出にく
い作業を任せると共に、一時
間分の作業を机に置き、時間
を意識して作業を行えるよう
にした。これらの取り組みに
より、休憩時間後の作業開始
もスムーズになり、能率を意
識した作業遂行が可能となっ
た。

2 ジョブコーチ支援 4 職務遂行

ジョブコーチ支援を活用したタイムスケジュールに沿った
作業遂行等の支援

株式会社もりじょうは、特例子会社として、知的障害、精神
障害者等を採用。採用後一年ほど過ぎた頃から、発達障害の
従業員であるＡさんの作業時、休憩時の過ごし方についてい
くつかの課題が発生した。事業所では、どのように対応してよ
いか分からなかったところ、定期巡回しているハローワーク職
員より、広島障害者職業センターのジョブコーチ支援事業に
ついて情報提供を受け、活用することとなる。「今後どうして
いくか」について、事業所、本人、家族、ハローワーク、障害者
職業センターによるケース会議や個別面談等通じて方針を決
め、問題解決を図っていった。Ａさんに対する支援を通じて、
事業所側も、障害に対する正しい知識を持つことや障害者個
人に対する理解を深めることの大切さを知ることが出来た。

○職場内のスケジュールに沿って取り組むこと。

▲「スケジュール表」

改善策

1

改善策

2

「休憩時間チェック表」▶
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奨励賞

キーワード

Ａさんは忘れ物をしたり、突発的なアクシデント（例：バスに
乗り遅れる、バスが時間通り来ない等）に遭遇した時、特定の
人の声を聞いた時、睡眠不足の時、自分の思いこみを現実と
して捉えてしまった時等に混乱し、大声で「うるさい」と言った
り、ドアを大きな音をたてて開け閉めしたり、作業場を歩き回
る等、落ち着きのない行動が発生していた。そこで、それぞれ
の状況について、以下のような改善策を考えて対応すること
とした。
○忘れ物については、チェック表を玄関に取り付ける等して家
族に協力してもらい忘れ物を防ぐ取り組みをする。

○突発的な出来事への対処については、その都度対応方法
を伝えている。例えば、バスに乗り遅れた場合は、職場に連
絡してから、次のバスで出社すればよい等、具体的な対応
方法を伝えている。

○特定の人の声を聞くことが苦手なことに対しては、特定の
人との接点をできるかぎり少なくすると共に、1人で休憩で
きるスペースを設け、休憩時間はそこで過ごせるようにし
ている。
○睡眠不足になりやすい点については、家族の協力のもと、
帰宅してから就寝までのスケジュール表を作成し、出来る
だけスケジュール通りに行動し睡眠を確保するようにして
いる。

○自分の思いこみを現実として捉えてしまうことについては、
話を聞くと落ち着くため、朝出勤した際に、今日話したいこ
とがあるかを確認し、話したいことがある場合は、昼休憩時
に１０分間話を聞くようにした。それでも、不安が治まらな
かったり、仕事中に落ち着かなくなった場合は、Aさんが一
番落ち着く場所である給湯室で落ち着いてもらうようにし
ている。
上記のように、予め事業所担当者もＡさんも、Ａさんが混乱し
ないための対応策、混乱した際の対応策を決めておくことで、
適切に対応できるようになり、結果としてＡさんが混乱し落ち
着きのない行動が発生する頻度が減少した。

ジョブコーチ支援を活用した、行動面の課題の改善

2 ジョブコーチ支援 5 行動面の課題の改善改善策

3

※ここがポイント
発達障害の従業員の中には、Ａさんのように聴覚的な過敏さ等

のため、休憩時間は一人だけで過ごせるような場所を設定するこ
とで、落ち着いて過ごせる方もいます。

▲一人で過ごせる休憩室

▲不安な時、落ち着かない時に給湯室ですること




